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日本百街道紀行
街
道
と
ま
ち
づ
く
り

ぶ
り
街
道

第
61
回

飛
驒
市
の
概
要

　

平
成
16
年
２
月
１
日
に
、
古
川
町
、

河
合
村
、
宮
川
村
、
神
岡
町
の
２
町
２

村
が
合
併
し
、
飛
驒
市
が
誕
生
し
た
。

本
市
の
周
囲
は
３
０
０
０
ｍ
を
超
え
る

飛
驒
山
脈
な
ど
の
山
々
に
囲
ま
れ
、
総

面
積
７
９
２
・
53
㎢
の
約
93
％
を
森
林

が
占
め
て
い
る
。
年
間
を
通
し
て
は
、

平
均
気
温
11
℃
で
四
季
の
移
り
変
わ
り

を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も

自
然
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
飛
驒
は
海
が
な
く
、
山

国
で
あ
る
た
め
、
古
来
生
活
に
欠
か
せ

な
い
塩
や
魚
な
ど
は
他
国
、
特
に
北
国

の
越
中（
富
山
県
）に
依
存
し
て
い
た
。

飛
驒
人
と
ぶ
り
街
道

　

現
代
の
よ
う
に
鉄
道
や
道
路
が
発
達

す
る
以
前
、
飛
驒
の
人
々
は
険
し
い
峠

が
あ
る
街
道
を
往
来
し
て
い
た
。
江
戸

時
代
の
飛
驒
国
の
主
要
な
街
道
に
は
、

大
き
く
分
け
て
、
越
中
の
東
・
西
・
白

川
の
街
道
、
信
州
へ
の
木
曽
・
野
麦
の

街
道
、
美
濃
へ
の
益
田
・
南
北
・
郡
上

の
街
道
な
ど
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
街

道
の
開
発
は
、
天
正
年
間
（
１
５
７
３

～
１
５
９
２
）
に
飛
驒
を
平
定
し
た
金

森
長
近
の
城
下
町
の
経
営
、
産
業
の
開

発
、
運
輸
・
交
通
政
策
と
と
も
に
始

ま
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　

越
中
街
道（
富
山
・
高
山
間
）と
、
野

麦
街
道（
高
山
・
信
州
間
）は
富
山
の
塩

ぶ
り
を
運
ぶ
た
め
に
利
用
さ
れ
た
こ
と

も
あ
り
、「
ぶ
り
街
道
」と
呼
ば
れ
て
い

る
。
飛
驒
地
方
で
は
ぶ
り
を
正
月
の
縁

起
物
と
す
る
習

慣
が
あ
り
、
ま

た
、
お
歳
暮
や

お
祝
い
品
な
ど

貴
重
品
と
し
て

扱
わ
れ
て
い

た
。
富
山
湾
で

水
揚
げ
さ
れ
る

ぶ
り
は
、
脂
が

の
っ
て
味
が
よ

く
、
中
で
も
寒
ぶ
り
は
最
高
と
重
宝
さ

れ
て
い
る
。
越
中
ぶ
り
は
、
富
山
湾
で

水
揚
げ
さ
れ
て
か
ら
飛
驒
に
入
る
ま
で

の
間
に
時
間
が
か
か
っ
た
の
で
、「
塩

ぶ
り
」
に
し
て
飛
驒
に
運
ば
れ
た
。
そ

し
て
、
い
っ
た
ん
高
山
の
問
屋
に
入

り
、
そ
こ
を
拠
点
に
飛
驒
各
地
や
、
信

州
、
美
濃
へ
運
ば
れ
た
。
こ
れ
が
「
ぶ

り
街
道
」
と
言
わ
れ
た
由
来
で
、
飛
驒

か
ら
各
地
へ
運
ば
れ
る
ぶ
り
は
「
飛
驒

越
中
・
飛
驒
と
信
州
を
結
ぶ

ぶ
り
街
道
と
飛
驒
人
の
関
わ
り
に
つ
い
て

飛ひ

だ驒
市
長（
岐
阜
県
）　
都つ

づ

く竹
淳じ

ゅ
ん
や也

安峰山展望台から見た飛驒古川の景色

城下町のたたずまいを残す飛驒古川の瀬戸川と白壁土蔵
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ぶ
り
」と
呼
ば
れ
た
。

　

ま
た
、
越
中
街
道
は
、
ぶ
り
に
限
ら

ず
、
古
く
か
ら
地
域
文
化
や
人
・
物
の

交
流
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き

た
。
特
に
塩
は
貧
富
に
関
わ
ら
ず
生
活

を
す
る
上
で
必
要
不
可
欠
な
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、「
塩
の
道
」と
い
う

ぶ
り
街
道
に
も
勝
る
重
要
な
役
割
が

あ
っ
た
。
越
中
街
道
は
米
・
塩
・
魚
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
物
資
が
運
ば
れ
、
飛
驒

の
人
々
に
と
っ
て
は
生
命
線
で
あ
る
と

と
も
に
、
越
中
の
人
々
に
と
っ
て
は
経

済
の
動
脈
で
あ
り
、
ど
ち
ら
に
と
っ
て

も
極
め
て
重
要
な
道
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
多
様
な
文
化
の
交
流
が
生
ま
れ
た

道
で
も
あ
る
。

現
在
の
ぶ
り
街
道
や 

各
市
の
交
流

　

現
在
の
ぶ
り
街
道
は
、
北
か
ら
富
山

県
富
山
市
、
岐
阜
県
飛
驒
市
、
高
山
市
、

長
野
県
松
本
市
の
４
市
の
自
治
体
や
商

工
・
観
光
団
体
な
ど
に
よ
る
「
ぶ
り
街

道
推
進
協
議
会
」が
組
織
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
協
議
会
は
、
江
戸
時
代
か
ら
富

山
湾
の
ぶ
り
が
飛
驒
を
経
て
信
州
に
運

ば
れ
た
経
緯
を
踏
ま
え
、
街
道
沿
い
の

地
域
が
連
携
し
、
広
域
観
光
や
地
域
間

交
流
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め

に
、
平
成
９
年
12
月
に
飛
驒
と
信
州
を

結
ぶ
安
房
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
さ
れ
た
こ

と
を
機
に
発
足
し
た
。
協
議
会
で
は
広

域
観
光
推
進
の
た
め
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
作
成
や
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
観
光

Ｐ
Ｒ
を
行
い
全
国
に
向
け
て
発
信
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
現
在
の
国
道
41
号
線
は
か
つ

て
の
街
道
と
ほ
ぼ
同
じ
ル
ー
ト
と
な
っ

て
お
り
、
日
本
で
こ
れ
ま
で
ノ
ー
ベ
ル

賞
を
受
賞
し
た
12
人
の
う
ち
、
白
川
英

樹
さ
ん（
化
学
賞
）、
利
根
川
進
さ
ん（
生

理
学
・
医
学
賞
）、
小
柴
昌
俊
さ
ん（
物

理
学
賞
）、
田
中
耕
一
さ
ん
（
化
学
賞
）、

梶
田
隆
章
さ
ん（
物
理
学
賞
）の
５
人
に

ゆ
か
り
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
古

く
か
ら
の
ぶ
り
街
道
と
、
ノ
ー
ベ
ル
賞

受
賞
者
が
多
く
生
ま
れ
た
街
道
を
掛
け

合
わ
せ
て
、「
飛
越
交
流
ぶ
り
・
ノ
ー

ベ
ル
出
世
街
道
」と
名
付
け
ら
れ
、
日
本

風
景
街
道
と
し
て
も
登
録
さ
れ
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収

束
後
も
、
世
界
で
観
光
客
の
動
き
が
活

発
と
な
る
中
、
街
道
を
テ
ー
マ
と
し
た

各
地
域
を
結
ぶ
協
議
会
の
活
動
に
よ

り
、
各
地
域
間
の
周
遊
を
促
す
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
富
山
、
飛
驒
、
信
州
を

結
ぶ「
ぶ
り
街
道
」は
、
時
を
超
え
て
今

も
地
域
を
つ
な
ぎ
、
人
々
が
行
き
交
う

大
切
な
道
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

国道41号線沿いで人の往来でにぎわう飛驒産直市「そやな」

企
画
協
力
：
全
国
街
道
交
流
会
議
「
街
道
交
流
首
長
会
」

一
口
メ
モ

ぶり街道
　

日
本
海
に
面
す
る
越
中
と
山
国
・
飛

驒
、
信
濃
を
結
ん
だ
ぶ
り
街
道
は
、
越

中
街
道
と
江
戸
街
道
を
経
路
と
し
た
。

　

越
中
街
道
は
、
越
中
側
か
ら
は
飛
驒

街
道
と
呼
ば
れ
、
富
山
か
ら
飛
驒
古
川

を
経
て
高
山
に
向
か
う
街
道
で
、
東
街

道
・
中
街
道
・
西
街
道
の
３
道
が
あ
っ
た
。

　

天
正
14
（
１
５
８
６
）
年
の
金
森
長
近

の
飛
驒
入
国
と
と
も
に
、
越
中
の
米
・

塩
・
魚
な
ど
の
産
物
を
移
入
す
る
た
め

に
整
備
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。

　

越
中
街
道
を
経
て
、
飛
驒
高
山
を
発

し
信
州
松
本
に
向
か
う

街
道
は
、
か
つ
て
の
政

治
の
中
心
地
と
結
ば
れ

て
い
た
こ
と
か
ら
鎌
倉

街
道
や
江
戸
街
道
と

呼
ば
れ
、
江
戸
か
ら

幕
府
直
轄
地
の
高
山
に

赴
任
す
る
郡
代
・
代
官

が
利
用
す
る
要
路
で

あ
っ
た
。
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富山湾

越
中
西
街
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松
本
街
道

越
中
東
街
道

越
中
、
飛
驒
、
信
濃
を
結
ん
だ

越
中
街
道
、
江
戸
街
道


